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は
^

#

救̂
« :
-
變

開

題

知

摄

故

の
1|
|>
:
^
秦̂

<6
:
举
钹
妫
-
4、
：
醫
f
に
：侬
つ
1
寒

^

^

#の
>
:で，
#
-

各

怒

_

■

、分
,

馨

_

か

翁

”

'

_凝

傅

害

笤

璧

_<?
'

■

「

意

顧
^

<
£
h
& ;
_

§

^

fe
.
J
O
^
n 
ガ &

e
r

 

繁
a
o.
v̂
第
 riMSS

sla
^
!
g

擧

^

努
力
に
^

つ
て
保
爾其
ぼ
^

 ̂

の
た
^
の

戰

綮

ん

暮
^

^
さ
れ
た
ネ
ぞ
^
督

撖

^
激

ハ

泰

代
-

頃̂
呤
於
^

^
V-
'ン
チ
ぅ
ス
.ダ
ァ
の
死
m
奮

繁

II

は
出
^

^
:̂
,̂

醫

_
烧
茨
が
#

と̂
&
«>
:

#
へ
#
つ
’た
0 
t

る
取
®

こ
.の)

今
»

の
慶
對
派 

を

搂

蟛
®

私

羅

判

各

邮

へ

さ.ぜ
石
ギ
ぅ
に
じ
た
。
そ
の
批
判
の
|'
1 

>は
^

I
f 

d
>;
i
p
l
a
p*
d
'

が
命
吟
に
^

;

^

%

^

^

|

腐
：̂

靡
亡
0
.原
因
怒
^

^

.調
奪
し
>
:
K

^

®ii
ぼ
疾
病
の
有
力
な
原
因
で
は
魟
る
が

"

そ
れ
が
唯 

如
^

^

^

こ̂
と
を
認
吼
じ
た
。-又
.Da

a
e
i
'
I
s
f
o
H
e

發

#'
•
は
興
味
矢
き
報
寒
^
し
て
ゐ
ヘ
る
，
即
ち
當
鐘'つ
：た
有
名
な 

「

藝
ど
死
亡
率
と

の
^

^

^

'
土場紙

«'
#

^
術
*
じ珣

\'
<
&:̂
^

3̂

#
奮
於

^
ら
^

^

•̂
^
^
'
'
k
^

t-
.
•に
城
ル
る
-
;

i^r 
絨

濟

的

c
t

 
二 11.40 
フ



チエス

V

ァ
に
於
け
る
祐
會
純
濟
的
調
食
 

■'
: 

■

，八
■四

0
1'1
5.八
>

.か
\'
"
る
論
爭
は
こ
K
に
益
バ
ム
衆
保
健
の
問
題
に
對
し

V
、

政
府
の
活
動
を
見
る'
£至
0
た
'の
セ
あ
る
。
.事
實
こ
の
問
題
を
明
か
に
す 

-る
た
め
电
は
、
浣
全
な
る
人
口
統
訐
、
又
町
生
死
亡
屆
出
0'
-逝
_

教
@
^
び
.,
'
-机

央

歐

府

か

：瑕
_

要
求
さ
1怍
が
?:
3
^'
レ
：5̂
<
此 

瓶
^
®:
着
な
^
デ
渉
に
‘對
し
て
は
.、
多
く
のi

論
を
生
じ
て
が
：た。

.

. 

’‘

ぶ
第
K!
實
ぬ
於
いV

は赀通敎育に眺す'る

述

べ

て
ゐ
る

。
广
こ
ゎ
に
は
赂
す0 

. 

•

'•
.
'
,
。̂

ゼ
が
®

に
於
い
て^

は̂

ボ
<?
:;お
ゼ
^

«改
^
に
關
^

,

^

#協
«
々
員
(6
:活
動
に
つ
い
て
記
述
し
：て
な
る
.が

 

>
'
1
ハ
章
以
：下 

^
霞
^
て
、
へ̂
鑛

期

吃

於
^
:る
‘經
澳
的
龙
面
ぺ.
0«;
前
ゼ
述
我
1:
^
^
^

:ソ
^
八
4*
1
记

氣

-;
^;
^
牟

、.2'
.̂

A
JL
七 

—
が
敗
故
恐
慌
に
ヾ
無
慌
の
原
因

 

>及
び
そ
。.の
銃
計
的
硏
究
が
翁
ぬ
行
ゆ
れ
始
め
た
。

"著
.者
は

こ

^
,
.
で

當

時

銃

計

協

會

を

中

心
 

紀
じ
セ
發
表
也̂
汝
だ
么
_
の
擧
說
^

介̂
レ
て
:̂
を
-.
^

&
'̂

择

：紀

^
§
'
$ 

Williams, John. M
m
s
.

(o,,11:1

者
：に^
い
て
、 

爸

OD
..叙
慌

學

龀

藝

領

ょ

：
<:
.繁

IJ
-t
:
^
を
0
*
火
ば
ヒ
.ギ
に
«;
の
^

殊
に
逛
時
多
く
：の
：恐
慌
學
說
史 

ゐ
左
時
一
、

.

の
：
窘
^

«馨

が

;0
1
_擊

が

.そ
ー
の.囊

>
協
會
扛
の
關
係
、
：及
び
.そ
ー
の.後
の
.恐
慌
學
說
と
の
|

例 

べ
故
窆
日
ド
と
：̂

ず
7

淬̂
&

&
鉍
の「

如
き
-
-
關̂
係
^
短
.文
中
^
巧
み
'に
說
明
し
て
.ゐ
る
こ
.と
を
指
摘
ず
れ
ば
足
：り

〖

る
で
あ ̂

m
-v
當
時
唱
ぺ
^
怍
尨
霜
學
說
ぼ

結

局

信

用

循

環
.に
«
礎

を

置

き.:
,
>豳

變

避
.ぐ
.る
.た
め
玲
は
、
：：實
務
家̂

舛
な
が
^
た
び
統
計
協
會̂

^
ぅ

仏

た

學

親

五

め

間

題

灰

は

別

^

 ̂

%-0
と
實
際
土
め
技
術
(0
'
間
題
に
も
興
味
ゼ
有
づ
：て
ゐ
た
。
.
K
.
.
^
, 

银
代
(0
_

:

の

間

題

ど

し

发

,'
-株
忒
紙
織
0
飯
行
が
そ
$

任
は
有
限
緣
る
：べ
き
や-'
>
'又
は
無
限
#
る
：べ
赛 

t'
:

®
す
.̂:
§

や
0
問
題
替
が
論
ぜ.ら
れ
た
0
又
英
國
發
達
史
上
、最
も
注
意
す
ベ
き

'一
づ
で
：あ
る
支
店
制
度
の
發
達
に
つ
いて
、 

*;
次
#
離
釩
»
に
，於
け
る
*

’取
引
の
.
'淺
‘高
勘
定
の
.變
化
だ
關
し
.辱

1
1
1
:7
出
&
5

0
有
阳
な
.る
發
表
が
ぁ
<>
.た
;0
き
^̂

.期
的
變
動
.斤
龙
れ
|£
關
ル
<
銀
行
紙
幣
の
潑
行
(0
询
題
尊
、：_何
れ
^
壞
靡
的
注
題
を
_
扱
っ
た
も
の
沈
あ
り
、.英
國
0
金
融
發
^
^
に

^
0
0 

.

. 

- 

-
; 

-
V
: 

, 

.,

•■
.

:

.

，.
.へ：
.
，
;
,
':
:
,

第
七
.章
に
はStanley Jevons,

の
^

^
を
、王
と
し
て
取
艰
つ
て
ゐ
る
。

J
e
v
o
n
s

は
一
.八
六
五
I
六

年

の，#
期
に

於

い

て

同

協

會

の 

#
員
，に
拙
藤
さ
れ
て
ゐ
る
。
又
六
九
年
か
ふ.七
，一

年

ま

でL
a
n
g
t
o
n
,

の
.後
を
襲
ふ
て
會
長
と
な.つ
.
て

ゐ

る:0
マ
ン
チH
ス
タ
ァ
銃
計

.-

.
V
.' 

. -

ノ ) •+.... ノ
 

.:'

.
?
;-.-- 

■

•、.
-
' 

: 

. 
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. 

. 

.
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■
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.
 

. 

• 

.. 
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•

,協
會
泛
は
極
め
て
密
接
な
關
係
を
有
す
るo
彼
が
.マ
ン
.チ
*
ス
.タ
ァ
に
來
た
の.は
、
協
會
員
に
‘な
'る】

1

年
前
、1

八
六U

一
年
で
、

I
八
七 

六
苹
ロ
ン
'K
ン
.
の
U
n
i
^
-K
i
t
y 

C
o
llege

に
そ
の
職
を
得
る
ま
で
、
こ
、
に
生
活
し
て
ゐ
た
。
彼
が
協
會
の
會
報
に
一
八
六
七
¥
に
始 

必
て
寄
稿
わ
た
論
文
は
公
益
樂
業
、
例
へ
ば
郵
便
、
m
信
等
の
國
家
統
制
に
關
す
る
も
の
で
、
例
の
四
つ
の
原
則
を
假
定
し
て
議
論
せ 

る

も

の

で

，あ
る
。

第

二

の

も

.の
は
一
八
六
八
牢
に
な
し
た
國
際
貨
幣-#
議
に
關
す
芯
も
の
で
あ
る
。
世
界
に
'於
け
る
貨
幣
に
依
る
自
甶 

贸

易

を

生

漲

，む

た

の

は

英

_
で
あ
り
、
そ
れ
を
暗
示
し
た.の
.は
マ
ツ
チ
J6
ス
タ
ァ
で
あ
る
。
貨
幣
の
統

一

は
自
FJ
1
贸
易
の
導
入
に
續
く 

ベ
音
も
の
で
あ
る
と
し
て
主
張
し
た
。

一
八
六
九
丨
七
0 !
年
の
會
長
就
任
講
演
は
先
づ
自
屮
貿
易
に
對
す
る
辯
誕
論
で
あ
つ
た
。

「

自
* 

.の
あ
ら
ゅ
，る
行
働
こ
そ
ー
つ
の
互
患
條
約
で
あ
る

」

‘と
云
ふ
一
句
を
淺
し
た
の
も
こ
の
講
演
に
於
い
て
^
あ
つ
た
。
そ
の
外
敎
宵
問
題 

等
廣
帆
.に
瓦
つ
て
論
及
し
た
。
し
如
し
最
も
學
問
的
價
侦
あ
浴
論
文
は
一
八
七
四
年
に
な
さ
れ
た

「

經
濟
學
に
於
け
る
數
鹖
的
學
說
の 

進
步」

で
あ
ら
ぅ
。
こ
れ
に
關
し
て
こ.
Xに
多
く
說
明
す
る
必
要
は
な
い
。
後
年
に
於
い
て
.Je

v
B
S

は
社
會
叫
題
の
硏
究
に
设
頭
す
る 

や
ぅ
に
な
り
.、
酷
酎
.に
關
す
る
硏
究
の.如
き
は
そ
の
一
つ
で
、

一
八
七
六
年
に
發
表
し
て
ゐ
る
。

こ
れ
が
統
計
協#
と

關

_

あ

る

論

文 

の
最
後
のも
，
の
で
あ
浴
。J

e
v
l

の
友
^
關
係
及
び
fo
丨
i 
00̂

^
に
經
濟
擧
の
講
座
の
あ
つ
た
こ
と
は
、
知
名
の
經
濟
學
效
を 

し
.て
協
#
.
,の
會
報
把
寄
稿
せ̂

む
る
緣
と
な
つ
た0'
即
ちB

o
n
a
m
y

 

Price, 

L
e-O
n L

e
v
i

等
が
あ
る
。

X

O
w
e
n

 C
o
l
l
e
g
e

に
於
け 

るJevons 

•の
後
繼
者
；Robert 

Ad,

a
m
s,o
n

.そ
れ
に
次
.い
で
1. 

w
, 

CHa\yford J
VIUnro.

N -
れ
も
協
會
と
密
接
な
關
係
を
有
し
て

ノ 

‘
 

： 
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' 

} 

' 
、
い
'‘
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■マ
ツ
チ
〒
_ス

タ

ク

本

於

け

る

说

會

嚷

濟

的

調

査

A
3L(

1

Irr
^
v
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(

：

1

ゐ
>

。：
浼
仉
等
の
人
4
の
寄
稿
論
文
に
っ
ぃ.て
、
蒂
辫
は
要
領
ょ
く
說
观
し'て
％
%
が
、
こ
、
に
は
街
账
す
る
。

澈
八
京
は
一
八
七
〇
尔
か
ら

I

九
〇
〇
萍
に
：旗
る
社#
風
潮
そ
述
べ
、
そ
れ
が
統
訧
協#
に
及
ぼ
し
た
反
響
を
說
明
し
て
ゐ
る
。
潜 

漭
は
こ
の
時
期
を
？？
し
て
政
治
的
に
は
民
生
，片
莪
の
箸
し
く
發
逹
せ
る

f

期
と
な
し
て
ゐ
る
。
經
淌
上
祀
於
い
.て
は
英
國
の
跗
外
贸
易 

に
對
し
、
外
國
の
競#
が
迦
り
、
社
#
生
義
と
啼
阈
、不
：義
と
が
相
對
立
し
た
騎
期
で
％
义
。
從
っ
て
協
曾
の

#
贤
が
意
見
も
示
さ
ず
、 

批
評
も
:1
.な
か
つ
た
政
.治
又
は
.經

濟

問

題

は

極

め

て

僅

‘か
で
あ
る

10
勿
論
一
々
こ
>れ
等
に
つ
い
て
論
及
す
る
こ
と
は
出
來
な
い
。
今
濟 

漭
が
€

^
て
カ
石
内
>
あ
往
意
す
べ
啥
ス
の
を
採
石;̂
、
マ
ン
チ
ヱ
ス
タ
ァ

'
に
於
け
る
協
同
販
资
組

八：：

の
問
題
とJohn W

a
t
t
s

の
葸 

觅
。

H
e'F
J
r
y 

q
e
o
r
g
e

の
影
響
。charvs. 

w
o
o
t
h

の
贫
民
硏
洗
の
賞
際
的
影
響
。

I
^
p
e
d
a
l

 

Federation 

L
e
a
g
u
e

と
の
關
恨
等
で

广
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あ
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1

八
八
七
印 
一
W
協
'#
に
於
け
4 

L
e
a
g
u
e

の
#

*
に
眼
す
る
ff
i
g
a
r
d

 

v
i
n
c
s
t

の
_
演
は
、
肖
山
贸
黏
ょ
り77
'
1
主
莪
に
丨 

少
く
と
4
坑
の
自
山
生
義
時
代
の
來
必
冻
で
は|
桢
玫
地
を
結
合
せ
沽
大
英
帝
關
の
妞
設
に
向
つ
て
進
む
必
要
を
ヵ
說
し
て
ゐ
る
。
廣 

諧
が
そ
の
後
に
附
し
た
、
こ
の#八

：：

に

招

待

さ

れ

た

自
FI
1
贸
易
；

H： :

義

奢
J
o
g
'
tdr

i
g
h
t

の
出
席
拒
絶
の
手
紙
は
誠
に
興
味
多
く
諝
史

.
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れ名。その後に蒂对は

「

か
つ
て
る

c
o'c
r
'
d
e
n
の
所
風
し
て
ゐ
た
ー
協
會
に
於
い
で
、
か
く
の
如
き
問
題
が
論
及
さ
れ
な
け

* 

/ 
-
卜

'1
■:
■■(
■-
.
/
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.
.
-

■'
 

~ 
.
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ノ
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'
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L
.
;
. 
in

れ
ば
な
ち
な
か
つ
次
と
沄
ふ
琪
實
は
、
边
い
含
賀
违
の
心
を
亂
さ
ぬ
め
け
に
は
ゅ
か
澈
か
つ
た
。
そ
は
斌
む
來
た
ら
ん
と
す
る
前
兆
や

.

福

」

塗

'
■
.

興

',,0
;:',,: 

'
'

M 

,

:

:

-

リ
^ ̂

.

笳
汍
漳
は
綿
業
4
认
ロ
敍
訃
4
遛
す
る
。
第
汁
汍
世
紀
の
最
後
の
ニ1
1不
哔
問
寒
农
洛
れ
た#
|!
-
|
'
的
，冊
究
め
..中
、
綿
業
と
人
ロ
5
に 

观
す
名
中
：要
な
^
の
を
擧
げ
て
.ゐ
る
。
そ
の
内
、
綿
業
に
關
し
て
著
し
く
：：

H

の
つ
く
こ
と
は
、
'外
國
の
競
爭
に
關
し
财
る
鋭
敏
に
な
ク 

て
ゐ
るM

と
で
あ
る
？
例
へ
，ば
大
陴
及
び
合
衆
酬
の
原
綿
浒
费
澉
が
英
胄̂り
多
ぃ

か̂
少
尨
ぃ
4
か
を
論
ず
名
が
如
き
、
又
外
國
に

於
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縮
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。
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れ
る
例
が 

.一
，'八
九
ニ
绝
^
'
:
_'§
:

戶

貧

妁

：の
報
告
史
に
あ
る:°
务
れ
は
：紡
績
機
械
輸
出.に
關
ず
る
も
：の’で
：
，
_

械

が
 

安
價
に
作
&
れ

一
0
本
市
場
を
：冒
す
热
：
.れ
妨
务
る
と̂

ふ
<0
で
あ
名
？
今
.か
ち
僅
か
四
屮
數
苹
盹
で
あ 

-4
M
統
計
に
.關
す
る
多
の
は
、
大
部
分

」

§

0'-
3
名
：塞

e
^
r
o日县
:-
,^
.'
&

;§
: Q

報
告
で
あ
る
0へ
そ
め
統
計
方
法
が
漸
次̂
精
密
と
な
= 

專
門
的
“に
な
'つ
.

來̂
た
こ
と
は
注
意
す
べ
き
點
で
あ.る
。
例
へ
ば
死
亡
率
を
見
る
場
合
で
も
、
唯
金
體
數
を
擧
げ
ガ
こ
と
の
危
險 

を
認
办
、
^
^
別
''
>
'職
業
則
、
他
別
等
に
注
意
す
る
私
至
'つ
た
如
#
泡
あ
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萬
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萬
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然
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し
て
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米
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し
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世
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し
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た
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つ
て
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。
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迆
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狀
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。
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。
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近
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